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1S日寺41分1S秒
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南23度7分
南22度0分
南20度11分

南17度44分
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　32分35秒

　32分35秒

　32分34秒

　32分31秒
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月

　年あらたまって1932年の初日の出は七時五分であり，十六日も七時五分月

末の三十一日には少し早くなって，六時五十八分となる．一日の日の入りは四

時五十六分，十六日は五時八分，三十一日には五時二十四分となる．扮て月

始めは麻錫宮にあるが，二十日より寳瓶宮に太陽は侵入する．］地球は二日

午後一時に近日瓢を通過する・その時の硯直下は最大で三十二分三十五秒七

となる．

　月の相

下　　　弦
新　　　刀

上　　　弦
溺　　　刀

下　　　弦
近地黒占通過

最地黒樋口

近地黒樋過

　　　　　　月

　時　　　刻

1日午前10時23分
8日午前8時29分
16日午前5時55分
23日午後ユ0時44分

30日午後6時32分
2日午後7時48分
］5日午後6時6分
27日午後7時0分

覗直径

32分13秒
31分34秒
29分37秒
31分55秒
32分12秒
32分21秒
29分36秒
32分32秒

　月の出は一日はなく，十一日は午前九時二十一分，

十五分，三十一日は午前零時五十七分，

四十分，

前十一時十九分である，

め
て
を
こ
め
め
を
し

と
　
　

た
と
と

を
い
う
ふ
を
を
う
し

星　座

　と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二十一日は午後二時三

　　　　　　　　　　　　　　又た月の入りは，一目は午前十一時

十一日は午後八時十九分，二十一日は午前五時九分，三十一日は午
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一 進　　星　　界

水　出品の星であって月始めは未だ太陽の光芒に近いが・次第に離れて，

　十一日正午に西方最大離角となる・その時の角度は二十三度こ：十七分であ

　って，最もよく見える時である・此の日は小型望遠鏡で見ると八日月位ぴ

　に預けてみる・位置は月始めLへびつかひ「座ξ星附近にあるが次第に順行

　して月末にはLV・て■座50星附近に至る・十一一一・　Hにはしへびつかひ「座58星附

　近にある・光度は始め正α5等であるが十一日に零雨となり，月末には負0．2

　等となる・覗直径は月始め程大で八秒四であるが次第に小さくなり十一一一一一一日

　に六秒六，月末に五秒二となる・

金　　星　宵の星・次第に太陽の光芒より遠のくから月末程よく・去た今月

　より春月の方がよくなるわけ位置は月始めはしやぎ■座17星に近く，次第に

　順行して月末にはみつかめ座φ星附近まで達する・光度は大広負3等牟で僅

　かつ玉増加しつつあり，税直径も月始め十一秒八であったのが，増加して

　月末には十三秒二までになる・

火　　星　宵の星ではあるが，非常に太陽の後に廻ってその光芒中にあるた

　め今月は殆んど観望出來ぬ・爾累月一日には太陽と合となる・

禾　　星　宵の東天に現はれ今月以後暫らくは遊星界の人出者となる．位置

　は月始めはししし■座の西端同座4星附近にあって逆行しつS，月末には同

　座としかtC　1座の境まで至る．光度は殆んど負2等であり，覗直径は月始め四

　十秒四であるが，月末には四十二秒二まで進む．急信直径の最大帥ち地球

　に最も近寄るのは湯口七日頃であるから，月末になる程観望には適する．

土星月始め沓の星であるが十七日に太陽と合となり以後曉の星となる

　且つこのため今月は太陽の光芒中にあって観望は不可能である・

天王星　育の星で日が入って暫らくの聞西天に見る事が出版る．位置はLう

　をn座ε星附近を徐々に順行中．光度6等．覗直径三秒四．

海王星育の星「ししL座ρ星附近を逆行ヰ1・光度約8等・覗直径二秒四・

冥王星　宵の星しふたこコ座δ星に近いが，観望の最好期，但し大望遠鏡を

　要す．
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驚、 一「「一薄｝～［重；画　因威轟妻・三ξ部

　　　　　　　　　　　　太　　　陽　　　系

　先づ二日午後一■時に地球が近日鐵を通過する．この時の地球太陽聞の距離

は一億四千七百萬粁である．六日午後三時に水星と月と合，七日午前十時に天

王星が上矩。八日午後六時火星と月と合．同日午後九時土星と月と合．十日午

後七時金星と月と合．此の時金星の方が月の北側一度三十六分の所にある．育

の明星と月と並ぶ様は見事であるから一目見る事を忘れぬ様．十…日ili午に

水星は西方最大離角二十三度二十七分となる．跳の日の早朝目の出前に見る

のがよV、．同日午後七時火星ル⊥星と合となり一度以内の近距離に並ぶ，火

星の方が南側にある．十五目午後二時に天王星と月と合．十七日午前九時に

土星は太陽と合．二十二日午後一時に水星は降交黒門通過，二十五日午前三時

に木星と月と合．二十六日午前九時に海王星と月と合となる．此月の天象は

大艦以上の如くであるが，脊から見える木星が，大家族を引連れてみる様は

小型望遠鏡でも面白V・見物であるe
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遊 星 界

　野山は凡て，一面に純白の雪の衣に包まれて，面かにやすむ夜孚，地上の

銀世界と，瞬もせす此れを見守る冬の生座とは，共に一一年に一度の美はしv・

堂1照であらう．1巨一Eきらめく大室は，どこまでとも限る事の出來ぬ深みを見

ぜて冴え渡り，星を二つる者にとっては，なつかしいLオリオジ1の姿が南天

高くに懸ってみるのも・うれしい．

　天の河は略南北に流れて，Lカシオペヤ■，　Lペルゼ1，’しおほいぬ「，しこv’ぬ「

を其の流域に含み，Lオリオンー］としnふたこnとを爾岸に掛峙させて，しぎよしや’ri

や．，Lうし’iを中流に浮べてみる・Lペガズの正方形は西室に傾いたが，　L、ア

ンドロメ「の渦状星霧や，Lオリオン「座θ星附近の彼の大星霧は，未だまだ

高く，肉眼にもそれと頷かれ，小望遠鏡所有者の大なる興味を引くものであ

る．Lブレアデズは肉眼的星團の好標本．　Lペルセ「座二重呈團は双眼鏡にて

面白v・．遊星界の人氣者たる木星が既に東の方から上って來て今後の室を賑

はす事となる・


